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　昨年より、未曾有の被害をもたらした災害について、本県の復興・

再建に向けても忘れてはならないことである。その意味においても、

建設業の防疫対策・降灰除去作業を振り返ることとしたい。
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　明けましておめでとうございます。

　皆様方におかれましては、ご健勝にて清々しい

新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。

　また、日ごろから皆様方の暖かいご指導、ご協

力を賜り、当建設業協会の業務運営も円滑に推進

することができました。

　ここに改めて深くお礼を申し上げます。

　さて、昨年は、千年に一度とも言われているマ

グニチュード9.0の東北地方太平洋沖地震が３月

11日に発生し、それに伴って発生した津波、及び

その後の余震により引き起こされた東日本大震災

は、東北地方の沿岸部を中心に壊滅的な被害をも

たらしました。

　被災された皆様に対してここに改めて衷心より

お見舞い申し上げます。

　この大震災により現在も復旧・復興が行われて

おりますが、建設業が第一線で活躍していること

は言うまでもなく、高速道路などインフラ整備が、

東日本大震災の被害を和らげたことも事実であり

ます。

　また、未曾有の東日本大震災によって表に出ま

せんが、本県は、口蹄疫に引き続き、昨年１月21

日鳥インフルエンザの発生、１月26日には新燃岳

が噴火し、火山灰により農作物などに被害をもた

らし、現在も予断を許さない状況が続いておりま

す。

　この復旧に関しても、都城地区協会を中心に小

林・日南・串間市協会が、地域住民が安全で安心

して暮らせるよう降灰除去作業を行い、また、都

城・小林地区協会においては、土石流の発生等、

今後のために、雲仙普賢岳噴火により防災活動を

実施している長崎県への研修を通して防災に対し

ての組織対応強化を図っております。

　我々のこの働きは、地域の安全・安心を守ろう

という使命感・責任感からきているものであり、

そのご労苦に対しまして、改めて心より感謝と敬

意を表します。

　このように、県民の安全・安心な暮らしの確保

や老朽化する社会資本の維持・補修等のインフラ

整備の担い手である我々業界の果たすべき役割は

多岐にわたっており、今後も極めて重要な産業と

して、地域社会からの信頼に応えるために、今後

も変わらぬスタンスで、これまで以上に地域に根

差した活動を推進してまいる所存でございますの

で、引き続き、皆様方のご理解、ご協力をお願い

申し上げます。

　最後になりましたが、年頭に当たり、皆様方の

ますますのご多幸とご健勝を祈念いたしまして、

新年のご挨拶といたします。

新年のご挨拶

社団法人　宮崎県建設業協会

 会　長　　永　野　征四郎
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　謹んで新年のお慶びを申し上げます。

　昨年は、東日本大震災をはじめ大規模災害が相

次ぎ、我が国の危機管理や資源・エネルギー政策

の在り方が根本から問われることとなりました。

　さらに、世界的な金融危機やＴＰＰ等の国際・

経済問題など国家の根幹に関わる数々の問題が顕

在化しました。

　また、地方を取り巻く環境は、少子高齢・人口

減少の本格化や厳しい財政事情等により大きく変

化してきているうえ、本県には、口蹄疫等からの

再生・復興をはじめ、経済・雇用対策、中山間地

域対策、子育て・医療対策など重要課題が山積し

ております。

　このため、私は、本県の置かれている現状を的

確に把握し、明日の宮崎の礎を確固たるものにす

るため、昨年３月、今後の県政運営の指針となる

新たな総合計画（未来みやざき創造プラン）を策

定し、さらに６月には今後４年間の行動計画とし

てアクションプランを作成して、新しい宮崎づく

りをスタートさせたところです。

　本年は、これらを軌道に乗せ、より力強い取組

とするための第２ステージとなる大変重要な年で

あると考えております。

　そこで、県では、施策の３つの柱として、地域

経済の活性化に向けた「産業・雇用づくり」、地

域の連携や交流の促進による「安全・安心なくら

しづくり」、そして、地域の絆を強化し、地域活

力の向上を図るための「地域を支える人財づくり」

を掲げ、県民の総力を結集して重点的に展開する

こととしております。

　中でも、建設産業は、社会資本の整備や災害時

の緊急対応などに大きな役割を果たすとともに、

地域経済と雇用を支える重要な産業であり、その

健全な発展を図ることは重要な課題であると認識

しています。

　一方、建設投資の大幅な減少等による競争性の

高まりに加え、長期に渡る景気の低迷によりまし

て、建設産業を取り巻く環境は大変厳しい状況と

なっております。

　このため、県といたしましては、技術と経営に

優れた地域の企業が伸びていける環境づくりを進

めているところであり、建設産業の実情を踏まえ、

引き続ききめ細やかな支援に努めてまいりたいと

考えております。

　今後とも、皆様の声に真摯に耳を傾け、皆様の

先頭に立って、本県が抱える課題の解決に向け、

そして、確かな未来を築くために全力を尽くして

まいりますので、より一層の御理解と御協力をお

願い申し上げます。

　結びに、新しい年が、皆様にとりまして希望に

満ちた明るい年となりますよう心からお祈り申し

上げまして、年頭のごあいさつといたします。

新年を迎えて

 宮崎県知事　　河　野　俊　嗣
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　新年あけましておめでとうございます。

　社団法人宮崎県建設業協会の皆様におかれまし

ては、清々しい新春をお迎えのことと、心からお

慶び申し上げます。

　皆様方には、日ごろから、社会資本や生活環境

の整備を通じ、地域経済の発展に多大なご尽力を

いただいており、深く感謝を申し上げます。

　また、昨年は、東日本大震災が発生し、各地に

甚大な被害をもたらしましたが、その復旧作業に

全力で取り組んでいただいている建設業の皆様方

に重ねて感謝を申し上げます。このような災害時

に必要とされ、頼りにされるのは、まさに皆様方

であり、その重要性を改めて認識し、心強く感じ

た次第であります。

　さて、我が国の経済は、東日本大震災や急激な

円高の影響などにより、依然として厳しい状況が

続いております。これに加えまして、本県におい

ては、口蹄疫や鳥インフルエンザ、新燃岳噴火と

いう一連の災害により、地域経済が大きな打撃を

受けておりますが、とりわけ建設業界は、長引く

景気の低迷や公共事業の縮減などもあり、大変厳

しいものとなっております。

　しかしながら、申し上げるまでもなく、建設業

は本県の経済・雇用を支える重要な基幹産業であ

り、県内産業の牽引役として大切な役割が期待さ

れております。

　皆様方には、今後とも業界の着実な発展、ひい

ては本県の発展に、なお一層のご尽力を賜ります

よう心から念願いたします。

　県議会といたしましても、景気・雇用対策をは

じめ、真に必要な社会資本整備や建設産業の振興

などに、引き続き全力で取り組んでまいる所存で

あります。

　終わりに、貴協会の今後ますますのご発展と皆

様方の今年一年のご健勝、ご多幸を祈念いたしま

して、新年のごあいさつといたします。

新年あいさつ

　　宮崎県議会

 議　長　　外　山　三　博
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　新年あけましておめでとうございます。

　社団法人宮崎県建設業協会の会員の皆様方にお

かれましては、日ごろから県土整備行政に対し格

別の御理解をいただき、公共事業の執行はもとよ

り、県勢発展のために多大な御支援、御協力を賜

り厚くお礼申し上げます。

　昨年は、東日本大震災をはじめ大規模災害が相

次ぎ、我が国の危機管理や防災対策の在り方が根

本から問われることとなりました。

　本県におきましても、一昨年の口蹄疫に続き、

鳥インフルエンザ、新燃岳の噴火と、かつて経験

したことのない災害が連続して発生し、これらの

緊急対応や復旧作業などを通じまして、建設業者

の皆様の果たす役割の大きさを改めて痛感したと

ころであり、深く感謝申し上げる次第であります。

　さて、県では、県民の皆様の「安全で安心な暮

らし」を確保し、「経済・交流を支える基盤」、「快

適で人に優しい生活空間」となる県土づくりを目

指して、整備が遅れている道路、河川、港湾等の

県民共通の社会基盤の着実な整備を図っていると

ころであります。

　しかしながら、世界的な経済不安の中、我が国

の景気・雇用情勢は依然として厳しく、先行きが

極めて不透明な状況にあり、中でも、建設産業を

取り巻く環境は、近年の建設投資の大幅な減少に

よる競争性の高まりなどから、大変厳しい状況が

続いております。

　このため、県では建設産業対策として、経営相

談窓口での助言や、新分野進出等の経営基盤の強

化を図る業者の支援に取り組むほか、公共事業予

算の確保や速やかな発注に努めるとともに、入札

制度につきましても、地元の建設業者が受注しや

すい本県独自の「地域企業育成型」をはじめとす

る総合評価落札方式の拡充など、幅広く意見を伺

いながら、必要な見直しや改善を図っているとこ

ろであります。

　今後とも、社会資本の着実な整備を進めるとと

もに、技術と経営に優れ、地域に根ざした建設業

者が伸びていける環境づくりなど、引き続き建設

産業の健全な発展につながる諸施策の推進に取り

組んでまいりますので、皆様方の一層の御理解と

御協力を賜りますようお願い申し上げます。

　年頭に当たり、本県建設産業のますますの発展

と皆様方の御健勝、御発展を祈念いたしまして、

新年の御挨拶といたします。

新年を迎えて

 宮崎県県土整備部長　　児　玉　宏　紀
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　平成24年の新年を迎え、謹んで新春のご挨拶を

申し上げます。平素は本会の事業活動に対し格別

のご支援・ご協力を賜り、改めて厚く御礼を申し

上げます。

　昨年は、東日本大震災、集中豪雨および台風被

害など、日本が「災害列島」であることを強く認

識させられた１年でした。大変多くの方々がお亡

くなりになり罹災されましたこと、心よりお悔や

みとお見舞いを申し上げます。これらの被災地で、

地域の建設企業は、使命感を持って復旧・復興に

あたっております。特に大震災の発生直後は、昼

夜を問わず自衛隊の先導を務め、がれきの撤去や

道路の啓開作業に従事しました。これらのご苦労

と責任感に対し、心からお礼と感謝を申し上げま

す。

　震災以後、私が全国の各都道府県協会の皆様と

接する中で、大変強く感じましたことは、「地域の

安心・安全を守るのは自分達だ」という気概です。

本年は復興事業が本格化しますが、本会としては、

復興においても、全国防災においても、大手企業

から地元の中堅・中小企業まで全国２万社以上の

会員により構成される組織特性を活かし、それぞ

れが自分たちの得意分野で最大限の力を発揮し、

100年後の国民に誇れるような復興と国土づくり

を目指したいと考えております。

　そのため政府に対しては、「国民が安全・安心し

て暮らせる社会基盤の構築」に向け、「地域の実情

や災害対応に配慮した国土保全ビジョン」を早期

に策定し、「早急な社会資本整備の推進」に着実に

取り組んでいただきたいと望んでおります。本会

としても、最大限の努力をしていきたいと考えて

おります。

　本年は、米国、韓国、台湾、ロシア等では選挙、

中国では指導者交代が行われ、大きな転換が予測

されます。ユーロ危機、米国の二番底懸念、中

国、新興国の状況を考えますと、デフレ、円高、

原発問題など、依然として不透明感は払拭出来ま

せんが、遅れていた大震災の復旧・復興などを契

機に、日本が久々に機関車役を担わなくてはなり

ません。我々建設業に携わるものとしては、どん

なに厳しい状況であっても、社会資本整備を行う

ことにより、国民の安全・安心を確保し、地域経

済と雇用を維持する建設業界の責務を果たし続け

なくてはなりません。

　本会としては、地域社会に不可欠な建設企業が

活力を回復し、その責務を持続的に果たすことが

できるよう、次代を担う人材の確保・育成と技術

の継承への取り組みを行うとともに、昨年国土交

通省から示された「建設産業の再生と発展のため

の方策2011」の早期具体化に向け、協力および提

言を行って参ります。

　また、我々建設業は、国民・社会に対し、社会

資本整備の重要性とそれを担う建設業の役割を正

しく認識していただくことも重要です。そのため

「国民から“ありがとう”と感謝され、働く人々

が自らを誇れる建設業界」を目指し、コンプライ

アンスの徹底はもちろんのこと、ＣＳＲへの取り

組みや戦略的広報活動などの事業活動を一層強化

して参る所存です。

　最後に、建設業界がより良い業界となりますよ

う、各都道府県協会並びに関係各位の皆様方のご

協力を心よりお願い申し上げますとともに、平成

24年が我が国の活力ある再生に向け、充実した輝

かしい年でありますよう祈念いたしまして年頭の

ご挨拶といたします。

年 頭 所 感

社団法人　全国建設業協会

 会　長　　淺　沼　健　一
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平成24年１月行事予定表平成24年１月行事予定表

日 曜 県協会・建産連・土木施工管理技士会 建災防・建退共・厚年基金 協同組合・火薬協会・保証会社

１ ㊐ 元旦 元旦 元旦

２ ㊊

３ 火

４ 水 仕事始め 仕事始め 仕事始め

５ 木

６ 金 仕事始め式
宮崎県建設業協会官公庁挨拶回り

仕事始め式
小型車両系建設機械（整地・掘削）
運転特別教育（7日まで清武）

仕事始め式

７ 土

８ ㊐

９ ㊊ 成人の日 成人の日 成人の日

10 火

11 水

12 木 車両系建設機械（整地・掘削）
運転技能講習（13日まで清武）

13 金 全国技士会ＣＰＤ評議会（東京）

14 土

15 ㊐

16 月 基金納入告知書発送

17 火 宮崎県建設業協会常務理事会並びに
県土整備部との意見交換会

足場組立て等作業主任者技能講習
（18日まで清武）

18 水 情報化施工と積算に関するセミナー
（高千穂）  

基金企業年金連合会資産運用二次
研修（東京）

19 木

20 金 情報化施工と積算に関するセミナー
（都城）  

不整地運搬車運転技能講習（22日
まで清武）

21 土

22 ㊐

23 月
宮崎県建設業協会平成23年度2級建設
業経理士受験準備講習会（25日まで
建設会館）  

24 火

25 水

26 木 全国建設業協会正・副会長会議、理
事会、評議員会、新春懇談会（東京）

27 金

全国建設産業団体連合会正・副会長
会議（東京）
建設産業人材確保・育成推進協議会
全国担当者会議（東京） 

28 土

29 ㊐

30 月

31 火
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【ホームページ】

項　　　　　　　　　目 所　　管 形　式

1 平成23年度 1･2級建設業経理士「登録講習会」の開催案内 宮崎県建設業協会 PDF

2 平成23年度 2級建設業経理士「受験準備講習会」の開催案内 宮崎県建設業協会 PDF

県協会ホームページ・会員専用サイト掲載項目案内 （23.12月分）県協会ホームページ・会員専用サイト掲載項目案内 （23.12月分）

平成24年２月行事予定表平成24年２月行事予定表

日 曜 県協会・建産連・土木施工管理技士会 建災防・建退共・厚年基金 協同組合・火薬協会・保証会社

１ 水

２ 木

３ 金 高所作業車運転技能講習(5日まで清武）

４ 土

５ ㊐

６ 月

７ 火 基金三役会議

８ 水 監理技術者講習

９ 木 ２級建設業経理士 「登録講習会」 建災防九州ブロック事務局長会議 （佐賀）

10 金

11 ㊏ 建国記念日 建国記念日 建国記念日

12 ㊐

13 月

14 火

15 水 九州建設業協会第2回建築委員会 （福岡） 

16 木 九州建設業協会第2回土木委員会 （福岡） 
基金納入告知書発送
車両系建設機械 （整地 ・ 掘削） 運転技能
講習 （17日まで清武）

火薬九州ブロック協議会 （宮崎）

17 金

18 土

19 ㊐

20 月 基金資産運用検討委員会

21 火

22 水

23 木 全国建設業協会正 ・ 副会長会議並びに理事会
（東京）

24 金 県議会２月定例会開会 （3/22日閉会)
建災防全国事務局長会議 （東京）
車両系建設機械 （解体用） 運転技能講習 （清武）

25 土

26 ㊐

27 月 1級建設業経理士 「登録講習会」 

28 火

29 水
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永野会長挨拶

常務理事会

宮崎県建設業協会

１．第９回 常務理事会を開催
１　平成 23年 12月 13日 ( 火 ) 午後１時 30分、県建設会館２階「委
員会室」において開催した。
　開会に当たり永野会長から「今年１年間を振り返り、１月
21日鳥インフルエンザ、１月26日新燃岳噴火による降灰対策
等昨年からのトリプル災害、３月11日発生した未曾有の東日
本大震災、台風12号・15号が日本列島を襲い、また、臨時
国会も12月９日閉会、第３次補正予算が通過したところであ
るが、スピーディな対応ができていない。次年度予算国交省
105％で要求しているがどうなるか予断を許さない状況であ
る」と挨拶があり、引き続き、永野会長が議長となって議事
進行を行なった。
　議題については次のとおり。

議題１　地域貢献・大規模災害時の協力体制の評価について
　事務局より、本会が、宮崎県と締結している大規模災害時における協定について、管内支援とは別に
広域的な支援の体制を整備しているが、その組織体制を、県が総合評価落札方式（特別簡易型・簡易
型）において評価する素案を、このあと開催される意見交換会で提示があるとの情報を報告した。併せ
て、事務局より、その際、格付けがＡ以上の会員が対象となるが、広域体制は本会会員で整備している
ため、体制に入っていない地区限りの会員は評価されないこと
になること、また、この評価は地域企業育成型には反映されて
いないことを報告した。
議題２　県議会自民党会派への寄付について
　議長より、県議会自民党会派への寄付について提案したとこ
ろ、前回一致で承認された。なお、時期については年度内、金
額については、正・副会長に一任することで了承された。
　また、10月に開催した県議会との意見交換会について、近い
うちにブロック代表議員10名程度との意見交換会を計画するこ
とで了承された。
議題３　官公庁新年あいさつ回りについて
　事務局より、１月６日に正・副会長において、従来どおり実
施することを報告した。
　その他　役員より労務単価について経調・物調へ先月訪問した報告があり、本年度、本会で講習会を
全県的に実施し、来年の単価がどうなるか分からないが、基本的に、調査方法事態を本格的に変更しな
いとどうにもならず、引き続き、国へ要望しなければならないと報告した。
　最後に、１月17日に役員会を開催するが、その日時に併せ、４団体との協定書締結式を実施する旨
報告し、正・副会長で対応することとなった。
情報提供
１．ＴＰＰを巡る状況について　２．平成23年度地域懇談会・ブロック会議の取り纏めについて
３．全建の要望書「社会資本整備の着実な推進について」　４．中山間地域における建設労働者の雇
用のあり方に関する研究について　５．県民運動「ふるさと“みやざき”応援運動」について

以上、すべての議題を協議し、終了した。

２．第８回県土整備部との意見交換会を開催！
　常務理事会に引き続き５階「会議室」において、15:00から16:30まで県土整備部との意見交換会を開
催した。
◇県土整備部出席者
　　濱田次長（道路・河川・港湾担当）
　　　管　理　課：江藤課長、奥課長補佐、
　　　　　　　　　河野主幹、串間主幹、宮田主査
　　　技術企画課：満留課長、馴松課長補佐、森主幹
　　　　　　　　　奥松主幹、梅下主幹、日高主査
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永野会長挨拶

濱田次長挨拶

意見交換会

⑴　県からの情報提供（総合評価落札方式の見直し予定案について）
①工事成績・平均受注額における年度移行措置の設定について
　○毎年度当初期間（４月及び５月）における総合評価落札方式（簡
易型・特別簡易型）の円滑な入札執行ができるように、企業の
「工事成績平均点」及び「平均受注額」について、広告日が４月
及び５月に属する工事に限り、前々年度から５か年度前までの期
間の当該データを使用する年度移行措置を定める。

　○例えば
　・平成24年３月31日までは、平成18年度～平成22年度の５か年度が対象
　・平成24年の４月と５月は、平成18年度～平成22年度の５か年度が対象
　・平成24年６月１日以降は、平成19年度～平成23年度の５か年度が対象
　　なお、平成25年度以降も同様な取扱。
②ＰＣ橋梁上部（ポステン）工事シートの新設について
　土木一式工事シートから分離してＰＣ橋梁上部（ポステン）工事
シートを新設。
　Ｋ値は別途算出し、平成24年６月１日以降の入札公告から適用予
定。

⑵　意見交換会テーマ
①「地域貢献・災害時の協力体制」評価基準の細分化について
　総合評価落札方式（簡易型・特別簡易型）の地域貢献・災害時の協力体制について、現行の３段階
評価から、５段階評価への細分化した素案の説明。
　本会が、通常の管内応援体制とは別に、広域的に渡って大規模な災害が発生した時の応援体制を整
備していることに対しての評価となる。
②地産地消等に関する評価項目の設定について
　県内企業への発注状況、県内下請負人の契約状況、建設資材の県内業者からの調達状況についての
20年度から22年度の件数ベースによる発注率、契約率を提示。
　その上で、上述に対しての取組状況等について説明。
③災害シートに代わる評価シートの設定について
　現行の総合評価落札方式（簡易型・特別簡易型）においては、通常の評価シートとは別に、災害工
事が起こった場合のシートを設置・活用しているが、地域精通度の評価も通常より高く設定している
ことから、本年度も経済対策の一環として活用している。
　このことについて、災害工事シートは災害が起こった場合に活用するシートであり、そのシートを
通常の工事に当てはめて発注することへの懸念、地域精通度が高い
ために一般競争入札の観点から、通常シートと災害工事シートの中
間的なシートを設定したい考えがあることを口頭で説明した。
　本会からは、シートの設定名の変更については、意見はなく賛同
的であったが、地域精通度が若干低めに設定されることに対して
は、反対的な意見であった。
　また、災害シートに対して、ＶＥ提案とＫ値の評価項目を削除し
ていただきたいとの意見があった。
④施工実績等の件数評価の細分化について
　現行の総合評価落札方式（簡易型・特別簡易型）の企業と配置予
定技術者の施工実績の評価については３段階評価で設定している
が、５件満点の場合、１件・３件・５件以上の評価となっており、１件と２件、３件と４件が同等評
価である。
　このことについて、１件の重みを考慮し、細分化する案を説明し、本会としても賛同した。
⑤技術申請書の事後審査方式の試行導入について
　入札業務の簡素化等から、自己申告による簡易的なペーパーで落札予定者の決定を行う２段階の事
後審査方式の構想について説明があり、本会からは大方賛同的であった。

⑶　その他
①工事看板の金額表示削除について
　工事看板の金額表示の削除については、もともと一般県民からの意見で表示するようになったが、
落札金額だけの表示であり本来の開示とはいえないので、今後検討するとのこと。
②総合評価における特定ＪＶのＶＥ提案評価について
　総合評価における特定ＪＶのＶＥ提案評価について、どの工事に対しても評価するのは如何なもの
かという意見に対して、評価は過去ＪＶ３件（３ＪＶ×３件＝９社）、単体企業６件あり、今後注視
していきたいとの回答に留まった。
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佐土原町石崎第一地区
土地区画整理事業地区

東部第二
土地区画整理事業地区田野町

南原土地区画整理事業地区

高岡町
飯田土地区画整理事業地区

青島西
青島シーガル土地区画整理事業地区

学園木花台桜
車坂・山下土地区画整理事業地区

３．宮崎市からのお知らせ
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４．下請債権保全支援事業の拡充・延長について

５．地域建設業経営強化融資制度の拡充・延長について
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雇用改善コーナー
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等
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協 同 組 合
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１．平成24年度1級(学科)・2級土木施工管理技術検定試験
　　受験準備講習会のご案内

　近年、１級・２級とも土木施工管理技士の資格取得が難しくなっております。宮崎県土木施工管理技

士会では、宮崎県建設業協会の後援により1級・2級土木施工管理技術検定試験の受験準備講習会を毎年

開催しているところです。

　講習会は、財団法人地域開発研究所のテキストを使用し、経験豊富で優秀な講師による受験対策のポ

イントを押さえた講義を実施しており、受講者には好評をいただいております。

　平成24年度の日程等につきまして、下記のとおり計画いたします。資格取得を目指す技術者の皆さん、

準備の方お願いします。

日　程　　　１級学科講習　６日間

　　　　　　　　平成24年５月16日（水）～５月18日（金）

　　　　　　　　平成24年５月30日（水）～６月１日（金）

　　　　　　２級学科講習　６日間

　　　　　　　　平成24年７月18日（水）～７月20日（金）

　　　　　　　　平成24年７月25日（水）～７月27日（金）

場　所　　宮崎県建設会館　　宮崎市橘通東2丁目9番19号

問い合わせ　宮崎県土木施工管理技士会　０９８５－３１－４６９６

　　　　　　または各地区建設業協会

２．「監理技術者講習会」のお知らせ

　平成23年度の「監理技術者講習会」も残り１回となりました。更新時期にきている方は、必ず受講し

てください。今回は、会場が宮崎県建設会館となっております。

日　　　程 会　　　場

平成24年２月８日（水） 宮 崎 県 建 設 会 館

※お問い合わせ　　宮崎県土木施工管理技士会　　（ＴＥＬ　0985－31－4696）

技　士　会
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監理技術者とは、

　発注者から直接、公共工事を請け負い、そのうち、総額3,000万円以上を下請け契約して工

事を施工する場合(土木)は、監理技術者を工事現場に置かなければなりません。

　監理技術者は、常に最新の法律制度や技術動向を把握する必要があることから、現行の建

設業法では、監理技術者講習を修了した日から５年を経過することのないように国土交通大

臣に登録された監理技術者講習会を受講し、講習会修了証を携帯しなければならないことに

なっております。

　また、講習会修了証とは別に監理技術者資格者証の交付を受ける必要があります。

　監理技術者講習会につきましては、国土交通省で議論がなされていますが、現行の建設業法では講習

会受講修了証が必要なため、平成24年度も技士会主催の講習会の実施を３回ほど計画しております。

平成24年5月15日（火）、平成24年8月21日（火）、平成24年11月27日（火）

　最新の委員会での検討では、「監理技術者になれる技術者が技術者データベース制度創設時に登録す

る際は、原則として継続教育等を不要とするが、５年程度の一定期間で設ける登録更新の際は継続教育

等を必要とする」という案が提出されています。

　資格試験を受けず、実務経験で資格を取得した監理技術者は、制度開始の登録時に継続教育の確認を

する。ただ、現在、監理技術者講習を修了して監理技術者資格者証を保有する技術者には、一定の経過

措置を設ける予定になっています。

３．継続学習制度（ＣＰＤＳ）について

　ＣＰＤＳの学習ユニットの取得につきましては、12月号で説明したとおりですが、次の表彰を受賞

されたかたも10ユニット取得できます。

①　連合会が表彰する表彰規定４条の１，２および５条で技術的な事項による場合

②　①以外で国土交通大臣、地方整備局長、知事が工事の優秀なこともしくは施工技術で個人・工事を

表彰する場合（工事表彰の場合は、工事の監理技術者・主任技術者）

　　学習プログラム名称に表彰の賞状名（工事名等）を入れ、表彰状と工事の監理・主任技術者がわか

る資料をＪＣＭへ送付（ｐｄｆまたはｆａｘ）してください。

　【必要書類】表彰状、工事カルテ等
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建　退　共

１．次の場合は、建退共宮崎県支部に届出や申請が必要です。

＊いずれの様式も、インターネットでダウンロードできます。検索サイトに【建退共】と入力、“建設

業退職金共済事業本部トップページ”を開いて、必要とする様式とその記入例をダウンロードします。

１　会社の所在地、名称、代表者が変わったとき。

　○届出の様式は、『共済契約者住所名称（氏名）変更届』（様式第０１２号）です。

　　（会社の所在地が他県に変わる場合は、第０１３号の様式です。）

　○必要事項を記入し、宮崎県支部に届け出てください。

　○変更内容と添付書類

　　　（変更の内容）　　　　　　（添付書類）

　　・住所、会社の名称　　　　～共済契約者証、登記簿など（事実が確認できる書類）

　　・代表者、電話、ＦＡＸ番号～登記簿など（事実が確認できる書類）

２　加入従業員（被共済者）の氏名、住所が変わったとき。

　○届出の様式は、『被共済者氏名等変更届』（様式第０１８号）です。

　○必要事項を記入し、共済手帳を添えて宮崎県支部に届け出てください。

　○変更内容と添付書類

　　　（変更の内容）　　　　（添付書類）

　　・氏名、生年月日の訂正～戸籍抄（謄）本、住民票、免許証の写しなど（事実が確認できる書類）

　　・住所　　　　　　　　～添付資料は不要

３　共済契約者証を紛失または棄損したとき。

　○申請の様式は、『共済契約者証交付申請書』（様式第０１４号）です。

　○必要事項を記入し、宮崎県支部に再交付を申請してください。

　○棄損した場合の届出は、棄損した契約者証を添付してください。

（注）「建設業退職金共済契約者証」は、金融機関の窓口で共済証紙を購入する際に提示する必要

がありますので、大切に保管してください。

４　共済手帳を紛失または棄損したとき。

　○申請の様式は、『共済手帳紛失又は棄損による再交付申請書』（様式第０１７号）です。

　○必要事項を記入し、宮崎県支部に再交付を申請してください。

○紛失の場合は、紛失した手帳にどれだけ証紙が貼付されていたのかを確認できませんので、再交付

する共済手帳は、前回更新した証紙の貼付実績からの再交付となります。

○棄損した場合の届出は、棄損した共済手帳を添付してください。確認できる証紙の枚数を貼付実績

として取り扱います。

建設業退職金共済（建退共）宮崎県支部
〒880-0805　宮崎市橘通東２丁目９番19号　県建設会館（県庁の北側）３Ｆ
　　　　　　 TEL.0985-20-8867　FAX.0985-20-8889

お問い合わせは
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１．事　業　概　況（11月分）

１．適　用 （平成23年11月末現在）

設立事業所数
加　　入　　員　　数

男 女 計

338 社 3,650 567 4,217 
 

２．給　付

　　裁定状況 （平成23年11月末現在）

当　　　月　　　分 年　　度　　累　　計

件数 金　　　額 件数 金　　　額

第 １ 種 退 職 年 金 5 2,707,700 62 33,702,600 
第 ２ 種 退 職 年 金 13 2,651,200 137 30,501,300 
選 択 一 時 金 4 1,944,600 48 33,095,800 
脱 退 一 時 金 15 3,065,800 104 18,849,900 
遺 族 一 時 金 0 0 5 2,790,000 

３．年金経理（保有資産・時価） （平成23年11月末現在）

信 　 託 　 資 　 産 12,602,504,472　円
合 　 　 　 　 　 計 12,602,504,472　円

厚生年金基金

２．建退共宮崎県支部取扱状況（11 月分）

建退共宮崎県支部　

　　 区分
月別   　

共　　済
契約者数

被共済者数
　　 　区分
月別 　  　

手帳更新
状　　況

退職金支給状況
掛金収納状況

（10月の状況）

10 月末計
社

3,133

名

47,527
前年度累計

冊

383,187

件

42,893

千円

25,226,016

千円

111,859,531

加　　入 3 118 当　月　分 645 95 67,392 65,346

脱　　退 69 109 本　年　度　分 5,753 948 739,314 368,516

11 月末計 3,067 47,536 累　　　計 388,940 43,841 25,965,330 112,228,047

（人）

（円）（円）
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建　災　防

1．会員証明書と計画的な有資格者育成について

　優良な有資格者等の育成については建設産業の重要な課題でもあり、企業経営においても必要不可欠

な事項になっています。

　建設産業界を取り巻く経営環境は大変厳しいものがありますが、仮に、無資格運転や作業主任者不在

などによって死亡災害等の重大災害を発生させた場合、「企業の存続」が許されない状況になっています。

　企業経営が厳しいから全ての経費を削減するのではなく、労働災害を防止するために必要不可欠な安

全衛生教育等への投資を惜しみなく行うことは「企業防衛」の観点からも大変重要になっています。

　さて、平成26・27年度の「宮崎県入札参加資格審査」においても、前回と同様に当協会支部の会員事

業場が当協会支部主催の各種講習会等（平成23年９月～平成25年８月までの間）に２名以上又は同一人

が２回以上受講している実績がある場合のみ、当協会支部の「会員証明書」を発行することになります。

会員事業者の皆様方におかれましては、今後数年間の退職予定者等を考慮して頂いて、計画的な有資格

者育成をお願いします。

２．平成24年度の各種技能講習の特徴について

　会員事業者からの要望により車両系建設機械・高所作業車・不整地運搬車等の運転技能講習を県北地

区において延べ11回開催します。

平成24年前半の各種技能講習会予定

開催日 講　　　　習　　　　等　　　　名 開　　催　　場　　所

１月６日
～７日

小型車両系建設機械（整地・掘削）運転特別教育
県建設技術センター　　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

１月12日
～13日

車両系建設機械（整地・掘削）運転技能講習
県建設技術センター　　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

１月20日
～22日

不整地運搬車運転技能講習
県建設技術センター　　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

２月３日
～５日

高所作業車運転技能講習（一部免除資格者）
県建設技術センター　　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

２月16日
～17日

車両系建設機械（整地・掘削）運転技能講習
県建設技術センター　　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

２月24日 車両系建設機械（解体用）運転技能講習
県建設技術センター　　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

３月12日
～17日

車両系建設機械（整地・掘削）運転技能講習【６日間】
県建設技術センター　　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

４月４日 熱中症予防指導員研修
県建設技術センター　　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

４月６日
～７日

小型車両系建設機械（整地・掘削）運転特別教育
県建設技術センター　　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

４月10日
～11日

ｺﾝｸﾘｰﾄ造の工作物の解体等作業主任者技能講習
延岡地区建設業協会　　（駐車場有）
　延岡市愛宕町２丁目３２番地

４月13日
～15日

高所作業車運転技能講習（一部免除資格者）
県建設技術センター　　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１
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開催日 講　　　　習　　　　等　　　　名 開　　催　　場　　所

４月17日
～18日

職長・安全衛生責任者教育
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

４月20日
～21日

車両系建設機械（整地・掘削）運転技能講習
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

４月24日
～25日

足場の組立て等作業主任者技能講習
延岡地区建設業協会　（駐車場有）
　延岡市愛宕町２丁目３２番地

４月27日 低圧電気取扱い業務特別教育
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

５月８日 熱中症予防指導員研修
延岡地区建設業協会　（駐車場有）
　延岡市愛宕町２丁目３２番地

５月11日
～13日

不整地運搬車運転技能講習
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

５月15日
～16日

型枠支保工の組立て等作業主任者技能講習
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

５月18日
～19日

車両系建設機械（整地・掘削）運転技能講習
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

５月22日
～23日

ｺﾝｸﾘｰﾄ造の工作物の解体等作業主任者技能講習
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

５月25日
～27日

高所作業車運転技能講習（一部免除資格者）
延岡地区建設業協会　（駐車場有）
　延岡市愛宕町２丁目３２番地

５月29日
～31日

地山の掘削及び土止め支保工作業主任者技能講習
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

６月５日
～６日

足場の組立て等作業主任者技能講習
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

６月８日 車両系建設機械（解体用）運転技能講習
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

６月12日 丸のこ等取扱い作業従事者教育
延岡地区建設業協会　（駐車場有）
　延岡市愛宕町２丁目３２番地

６月15日
～16日

車両系建設機械（整地・掘削）運転技能講習
延岡地区建設業協会　（駐車場有）
　延岡市愛宕町２丁目３２番地

６月19日 熱中症予防指導員研修
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

６月22日
～24日

高所作業車運転技能講習（一部免除資格者）
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

６月26日
～28日

地山の掘削及び土止め支保工作業主任者技能講習
延岡地区建設業協会　（駐車場有）
　延岡市愛宕町２丁目３２番地

７月３日
振動工具取扱い作業従事者安全衛生教育

（チェーンソー除く）
延岡地区建設業協会　（駐車場有）
　延岡市愛宕町２丁目３２番地

７月６日
～７日

小型車両系建設機械（整地・掘削）運転特別教育
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

７月10日
～11日

建築物等の鉄骨の組立て等作業主任者技能講習
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

７月13日 低圧電気取扱い業務特別教育
延岡地区建設業協会　（駐車場有）
　延岡市愛宕町２丁目３２番地

７月18日 ダイオキシン類作業従事者安全衛生特別教育
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

７月20日
～21日

車両系建設機械（整地・掘削）運転技能講習
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

７月24日
～25日

木造建築物の組立て等作業主任者技能講習
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１

７月27日
～29日

不整地運搬車運転技能講習
延岡地区建設業協会　（駐車場有）
　延岡市愛宕町２丁目３２番地

７月31日 足場の組立て等作業主任者能力向上教育
県建設技術センター　（駐車場有）
　宮崎市清武町今泉丙２５５９－１
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火 薬 保 安 協 会

１．平成23年火薬類事故（速報）

［Ⅰ］　総括表（取扱・種類別一覧表）  （平成23年11月30日現在）

項　　　　目 事故件数 死亡者数 負傷者数

取　　扱 種　類　別 件数 計 人数 計 人数（重－軽） 計

製 造 中
産 業 火 薬
煙 火
が ん 具 煙 火

1
1
0

2
0
0
0

０
０－０
０－１
０－０

０－１

消 費 中
産 業 火 薬
煙 火
が ん 具 煙 火

2
17
4

23
0
0
0

０
０－１
２－12
０－17

２－30

運 搬 中
産 業 火 薬
煙 火
が ん 具 煙 火

0
0
0

0
0
0
0

０
０－０
０－０
０－０

０－０

貯 蔵 中
産 業 火 薬
煙 火
が ん 具 煙 火

0
0
0

0
0
0
0

０
０－０
０－０
０－０

０－０

が ん ろ う 中
産 業 火 薬
煙 火
が ん 具 煙 火

0
0
1

1
0
0
0

０
０－０
０－０
１－０

１－０

そ の 他 事 故
産 業 火 薬
煙 火
が ん 具 煙 火

2
0
0

2
0
0
0

０
１－１
０－０
０－０

１－１

合 計
産 業 火 薬
煙 火
が ん 具 煙 火

5
18
5

28
0
0
0

０
１－２
２－13
１－17

４－32

［Ⅱ］　事故一覧（産業火薬の製造中、消費中のみ）

１　製造中

番号 発生日時 発生場所 死 傷 級 事　　故　　概　　要

1
６月30日
４：40頃

埼玉県
日高市

0 0-0 C

環境試験室の恒温恒湿槽内で、発煙浮信号（KMA43）９個、火
せん(MK25)10個の温度繰り返し試験(-30℃～60℃)を６月14日
から６月24日まで実施し、そのまま放置していた。６月30日ご
ろ、宿直者が環境試験室に設置していた連動型住宅用火災警報
器が鳴動したため、現場を確認したところ、環境試験室の換気
口から煙が噴出していた。物的被害として、恒温恒湿槽１台、
発煙浮信号９個、火せん10個が焼損した。

合　　計 １件 0 0-0

２　消費中

番号 発生日時 発生場所 死 傷 級 事　　故　　概　　要

1
２月15日
14：15頃

山形県
大江町

0 0-1 C
罹災者が坑内で爆薬の装てん及び結線作業を終了し、点火位置
へ移動しようとしたところ、別の場所で発破作業を行っていた
作業員が誤って点火し、罹災者に破片が当たり負傷した。

2
２月28日
11：45頃

山口県
宇部市

0 0-0 C
岩石採取のため発破を行ったところ、発破個所から約150ｍ（危
険区域は100ｍ）、敷地境界から20ｍ離れた他社の敷地に、最大
でこぶし大の飛石が落下し、倉庫の屋根、壁を破損し、隣接の
ガソリンスタンドのコンクリート張り床面に傷ができた。

合　　計 ２件 0 0-1

火薬事故　ヒヤリハットじゃすまないぞ　基本に返り安全作業
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保 証 会 社

１．宮崎県内の公共工事動向（前払保証分）（11月分）

 西日本建設業保証㈱　

 宮　 崎　 支 　店　

Ⅰ．全般の状況  （単位：件、 百万円） 

当　　　月 累　　　計
件　数 増減率 請負金額 増減率 件　数 増減率 請負金額 増減率

平成２３年度 568 ▲0.7% 10,613 ▲20.7% 2,918 0.4% 86,878 ▲14.3%
平成２２年度 572 6.5% 13,379 ▲ 3.4% 2,905 ▲18.1% 101,371 ▲10.1%
平成２１年度 537 8.5% 13,847 27.8% 3,547 11.7% 112,748 9.9%

※増減率：当月は前年同月比、累計は前年同期比。以下同じ。

Ⅱ．発注者別の状況  （単位：件、 百万円） 

当　　　月 累　　　計
件　数 請負金額 増減率 構成比 件　数 請負金額 増減率 構成比

国 24 1,399 ▲ 57.1% 13.2% 227 18,966 ▲18.7% 21.8%
独立行政法人等 4 262 189.5% 2.5% 35 10,575 4.0% 12.2%

県 177 4,314 ▲ 19.3% 40.7% 1,035 27,349 ▲19.1% 31.5%
市 町 村 357 3,900 ▲ 14.6% 36.7% 1,595 27,198 ▲13.2% 31.3%
そ の 他 6 736 531.1% 6.9% 26 2,790 1.4% 3.2%

計 568 10,613 ▲ 20.7% 100.0% 2,918 86,878 ▲14.3% 100.0%

Ⅲ．地区別の状況  （単位：件、 百万円） 

当　　　月 累　　　計
件　数 請負金額 増減率 構成比 件　数 請負金額 増減率 構成比

宮 　 崎 114 2,220 ▲19.1% 20.9% 633 19,389 ▲ 9.6% 22.3%
高 　 岡 20 338 35.6% 3.2% 110 1,696 ▲ 9.7% 1.9%
西 　 都 38 469 56.7% 4.4% 145 2,890 ▲29.2% 3.3%
高 　 鍋 37 777 ▲ 5.0% 7.3% 162 7,016 ▲13.0% 8.1%
日 　 南 38 644 ▲40.2% 6.1% 196 3,658 ▲27.0% 4.2%
串 　 間 15 181 ▲35.9% 1.7% 108 1,946 32.3% 2.2%
都 　 城 77 1,568 25.2% 14.8% 362 8,994 11.5% 10.4%
小 　 林 41 483 ▲54.2% 4.5% 277 5,562 ▲52.1% 6.4%
日 　 向 75 1,747 4.1% 16.5% 382 15,170 2.6% 17.5%
延 　 岡 58 1,570 ▲54.4% 14.8% 307 16,897 ▲11.8% 19.5%
西 臼 杵 55 612 29.0% 5.8% 236 3,655 ▲37.0% 4.2%

計 568 10,613 ▲20.7% 100.0% 2,918 86,878 ▲14.3% 100.0%

＜月別請負金額 （前払保証分）＞
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２．中間前金払制度のご案内

～制度採用市町村増加中簡単便利な中間前払金をご活用下さい～
　中間前払とは、

　当初の40％の前払金に加え、さらに20％の前払金を請求することができる制度です。

＜制度採用発注者＞

宮崎県、宮崎市、都城市、延岡市、小林市、西都市、串間市、美郷町、高鍋町、三股町、高千穂町、

日之影町、都農町、木城町、椎葉村、国土交通省、農林水産省など。　　　

＜中間前払のメリット＞

　　１．簡単な手続きで工事代金を工事途中に回収できます。

　　２．一括現金払出ＯＫ、前払金払出依頼書も弊社で作成します。

　　３．保証料が一律０.０６５％と格安です。

　　　　例１）保証金額　５００万円の場合　　保証料は　　３２００円

　　　　例２）保証金額１０００万円の場合　　保証料は　　６５００円

＜請求可能時期＞

　工期の２分の１を経過し、かつ工期の２分の１を経過するまでに実施すべき作業が終了し、工事の

出来高が50％以上となったとき。

＜保証申込時に必要な書類＞

　　１．保証申込書

　　２．使途内訳明細書

　　３．中間前金払認定調書（通知書）の写し 

※ 認定調書とは、その工事が中間前払の支出要件を満たしていることを発注者が証明する書

類です。中間前払金を請求可能な時期になりましたら「中間前金払認定請求書（申請書）」に

「工事履行報告書」を添えて発注者に提出して下さい。発注者から「中間前金払認定調書（通知

書）」が発行されます。

平成23年度宮崎県内の中間前払保証実績（平成23年11月末現在）
（単位：件、千円）

発　注　者 件　数 請負金額 増減率(件数) 増減率(請負金額)

宮　崎　県 97 5,647,289 3.2% 12.3%

宮　崎　市 32 1,153,229 14.3% ▲42.2%

都　城　市 10 626,523 400.0% 2567.1%

延　岡　市 18 584,933 5.9% ▲25.4%

小　林　市 3 29,662 50.0% 6.3%

西　都　市 3 68,827 50.0% 30.3%

美　郷　町 1 29,274 0.0% ▲64.1%

国 土 交 通 省 2 257,250 ▲66.7% ▲91.6%

独立行政法人等 4 4,031,685 ＜ ＜

そ 　 の 　 他 3 251,998 ▲25.0% ▲87.4%

計 173 12,680,673 10.9% ▲ 2.8%
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試験・研修等のご案内

１．平成23年度 ２級建設業経理士に係る受験準備講座の
　　開催案内

 社団法人宮崎県建設業協会　

　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　さて、従来実施しておりました２級経理士特別研修は１８年度をもって終了いたしましたが、２級の

受験準備講座開催要望が多数あり、本年度も下記日時に実施することにいたしましたので、受講希望の

方は、ご応募いただきますようお願い申し上げます。

　また、申込人数によっては開催できない場合もございますので、予めご了承くださいますよう重ねて

お願いいたします。

記

　　　１．開催日時　　平成24年１月23日（月）～25日（水）

　　　２．開催場所　　宮崎県建設会館５階

　　　４．申込期間　　平成23年12月20日（火）～平成24年１月19日（木）まで

　　　５．申 込 先　　宮崎県建設業協会　FAX 0985－23－6798

　　　６．申 込 書　　下記概要参照

　　　　　　　　　　　本会ＨＰ

２級建設業経理士受験準備講座　概要

①　講座内容　※講義時間　９：30 ～ 16：30

時　間　割 カリキュラム

第１日目
・3級の復習と建設業会計の基礎
・工事原価の費目別計算と工事間接費の配賦
・工事原価の部門別計算

第２日目
・主要取引の会計処理
（完成工事高、流動資産、流動負債、固定資産、引当金等）

第３日目

・主要取引の会計処理（株式会社会計、社債等）
・決算と財務諸表
・本支店会計
・模擬試験問題集を使用した演習

②　受講資格　　建設業経理事務士 3級合格者および 3級有資格者と同等以上の知識を有する者

③　受 講 料　　・宮崎県建設業協会会員　　10,500 円（差額協会負担）

　　　　　　　　・非　会　員　　　　　　　31,500 円

　　　　　　　　　※１　上記受講料消費税・テキスト代込

　　　　　　　　　※２　受講料受講日に持参（協会領収書発行）

④　講　　師　　(財 )建設業振興基金  ２級特別研修 講師経験者

⑤　使用教材

　　１）建設業概説書　　２）建設業会計講習・自習用テキスト

　　３）建設業経理検定試験問題集・解答と解説　　４）建設業経理士検定試験　模擬試験問題集
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２．１・２級建設業経理士「登録講習会」の開催について
 社団法人宮崎県建設業協会　

　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　さて、財団法人建設業振興基金が創設・実施している登録建設業経理士講習会について、Ｈ20経審改正に

よる自主監査の評価や継続的学習の講習内容、また、１級建設業経理士の受験対策講習にもなることから、

本年度、本県においても、下記日時において実施することにいたしました。

　つきましては、標記講習会を実施するにあたり、業務ご多忙の中誠に恐縮ではございますが、会員への案

内について宜しくお願い申し上げます。

　なお、申込書並びに制度概要等につきましては、本会ホームページをご覧ください。

記

１級建設業経理士登録講習会 ２級建設業経理士登録講習会

１． 開 催 日 時
平成 24 年２月 27 日（月） 平成 24 年２月９日（木）

13：30　～　17：10 10：00　～　16：50

２． 場 　 　 所 宮崎県建設会館　５階　「会議室」

３． 対  象  者 １級建設業経理士合格者 ２級建設業経理士合格者

４． 受  講  料
宮崎県建設業協会員　　３，０００円（差額　協会負担）

非会員　　　　　　　１５，０００円

５． 当 事 持 参 受講料、写真（縦 4cm ×横 3cm：白黒可）

６． 講 習 内 容 別　添　参　照

７． 申  込  先 宮崎県建設業協会　　ＦＡＸ　０９８５－２３－６７９８

８． 申 込 締 切 開催日５日前（土日含む）

９． 申  込  書 宮崎県建設業協会ＨＰからダウンロード可

１級 建設業経理士 登録講習会 カリキュラム
◆カリキュラム

時　間 内　　　容

（180分）

講義「監査論と内部統制」
　平成20年４月から施行されている改正経営
事項審査制度においては、財務諸表の虚偽や
誤謬を防止する観点から、会計監査人設置会
社、会計参与設置会社に加え、自社の財務諸
表についての自主監査を行う企業についての
加点措置が新たに創設されました。 
講義では、これらの趣旨を踏まえ、監査とは
何か、その目的と役割、実施の手順等につき
解説するとともに、建設企業における内部統
制とは何か、必要な手続と組織、評価方法、
財務諸表チェック等についての解説を行いま
す。
講義「建設企業の経営実務」 
　企業会計の最新情報等をはじめとして、企
業経営に役立つ最新情報についての解説を行
います。本講習会においては、主に「工事契
約に関する会計基準」についての講義が中心
となり、基準の解説と適用に当たってのポイ
ント、導入に係る問題点とその解決、経営戦
略上のデータ管理手法等についての解説を行
います。

（30分）
終了確認
講習内容を習得されたことを確認します。

（注意事項）

・当日は、筆記用具及び計算機をお持ち下さい。

２級 建設業経理士 登録講習会　カリキュラム
◆カリキュラム

時　間 内　　　容

（380分）

１．登録建設業経理士の業務と担うべき役割
・現代における企業経営と経理部門の役割、登録建設業経理士の役割
・適正な会計処理と、財務分析を行うことの必要性
・経営事項審査における「自主監査」とは何か
２．建設業の経理実務に必要となる、財務諸表論と財務分析の知識
①　財務諸表論・財務分析概論
・会計のトライアングル体制／会計公準／企業会計原則／会計基準
・収益／費用（収益認識、期間費用の処理etc）
・資産／負債／純資産
・引当金（貸倒引当金、退職給付引当金、工事損失引当金）
・金融商品会計（金銭債権／債務の評価、有価証券の評価）
・リース取引
・外貨建取引等
・税効果会計
・財務諸表作成
（正常営業循環基準／１年基準、営業損益計算／経常損益計算／純損
益計算）
・キャッシュ・フロー
・財務分析
②　問題演習等
・個別計算問題等
・決算整理→精算表作成→財務諸表作成→財務分析

（30分）
終了確認
講習内容を習得されたことを確認します。

（注意事項）

・当日は、筆記用具及び計算機をお持ち下さい。

・昼休みは60分です。また、午前と午後ともに休憩があります。
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東日本大震災により被災された皆様に衷心よりお見舞いを申し上げます。
皆様の安全と被災地の一日も早い復旧・復興をお祈り申し上げます。

22年度　宮崎県建設業協会
口蹄疫・鳥インフルエンザ防疫対策、新燃岳降灰清掃等作業

宮崎県建設業協会機関誌
Monthly Association Construction Industry NEWS

　昨年より、未曾有の被害をもたらした災害について、本県の復興・

再建に向けても忘れてはならないことである。その意味においても、

建設業の防疫対策・降灰除去作業を振り返ることとしたい。
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鳥フル防疫作業(３) 鳥フル防疫作業(４) 鳥フル防疫作業(５) 鳥フル防疫作業(６)
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